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実習報告（異校種実習） 
 
共感的な学びを生み出す道徳授業の研究 
－小・中学生の道徳性の発達段階の違いに着目して－ 
 
山田 明子（授業実践探究コース：現職教員） 
 
１．探究実習のテーマと設定の理由  
平成30年度から「特別の教科 道徳」が始まる。平成29年6月に示された学習指導要領解説には，
「考える道徳」「議論する道徳」への転換や検定教科書の導入，評価の必要性などが明記された。 
これまで，勤務校において「主体的・対話的で深い学び」を意識して授業を行ってきたこともあり，
ペアやグループによる話し合いが活発に行われるようになったと思ってきたところがある。しかし，
内実を探ると，安易に「答え」を出したり，教師の思いや授業のねらいに沿った感想を書いたりする
といった実態が見えてきた。その背景には，児童は副読本の読み物資料等に登場する人物や，文脈に
ある事象や課題そのものに関して，「自分事」として捉えることができていなかったという状況があ
った。さらに，その理由としては，文脈にある事象や課題そのものへの共感が不十分なのではないか，
また，道徳的価値や，自他や人間に対する理解が不足しているのではないかと考えた。 
そこで，他者との「共感」や事象や課題への「共感」を生み出す授業の展開を研究したいと考え
る。「共感」とは，「（sympathyの訳語）他人の体験する感情や心的状態，あるいは人の主張などを，
自分も全く同じように理解したりすること」１とある。さらに，ホフマン（Hoffmann．M．L）は，
道徳的行動の動機として共感を捉えている。 
 そこで，本研究では，共感を「事象を自分ごととして理解すること」と捉え，テーマを「共感的な
学びを生み出す道徳授業の研究」として探究実習を進めることとした。1 年次の異校種実習（以後，
実習とする）では，小・中学校の授業の学びの繋がりの視点から授業参観をしたり，生徒の「道徳に
関する意識」や「共感性」との関わりを調査したりしながら，生徒の実態を把握することとした。ま
た，共感的な学びを生み出す教師の視点を明確にするため，理論研究では共感性に関する発達段階や
様相について明らかにし，事象や課題に「共感」できる方法について検証することとした。 
２．探究実習の研究目標 
１．授業参観及び調査による生徒の実態把握を行う。 
２．共感的な学びを生み出す教師の視点の明確化を図る。 
３．探究実習の概要 
佐賀市内の A 中学校において，小学校との学びの接続を考慮して中学 1 年生を対象に，4 週間の実
習を行った。以下の 4 つの視点から研究目標に迫りたいと考えた。 
１．小学校道徳と中学校道徳の比較による実態把握 
中学校で使われているワークシートは，小学校と違い，生徒の柔軟な思考を生み出させるフリース
ペースの形式が多かった。また，焦点化された資料内容の提示により，議論に十分な時間が配分され
ていた。その結果，生徒の活発な議論が生まれ，本来の問いに対する深い学びができていた。 
２．「道徳に関する意識調査」と「共感性」のアンケート調査による実態把握 
第 1 学年 B 組（38 名）を対象学級とし，「道徳に関する意識」と「共感性」について調査を行い，
相関関係について分析を行った。その結果，共感性の高さによって，学んだことを活かそうとする意
識が高くなること，または，道徳を学ぶことで，共感性が高まるという傾向がわかった。 
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３．「共感性」に関する理論研究 
松尾（2016）２は，「共感性」には「認知的共感性」と「情緒的共感性」の2つの側面があるとし，
「認知的共感性」については，「他者の思考，表象，感情が認知的に推測できるという意味であり，
視点取得に近い」と述べている。また「情緒的共感性」については，「他者と同じ，あるいは類似し
た感情状態になる，あるいは情緒的に共有できること」と述べている。「視点取得」とは，「友達の立
場に立って心情を推しはかり，自分の考えや気持ちと同等に他者の考えや気持ちを受け入れ，調整
し，対人交渉に生かす能力」３である。この2つの共感性の関係において，ホフマンの「共感性発達
理論」の言葉を引用するならば，相互に密に関係し合いながら，共感性は発達していくと考える。 
４．授業の構想とその分析 
授業では，2 つの「共感性」に着目し，他者の気持ちを自分に引き寄せ
る手段として，「心理曲線図」を用いた。その効果は，次の 2 点である。 
・登場人物の「心理曲線図」を描くことで，過去，現在の心理状態の深さ
や，時間を可視化できる。 
・登場人物の「心理曲線図」と自分の「心理曲線図」を重ねて描
くことで，人物を引き寄せ，共感的に考えることができる。 
実際の授業では，生徒は，登場人物と，自分の心理曲線を重ねて描くことができた。（図１）。グル
ープ討議では，「心理曲線図」を元に，自分の心理状態について自然に語り始める姿が見られた。生徒
自身は，自己を自然に開示しつつ他者に耳を傾けることもできていた。 
４．探究実習の成果と課題 
1．成果 
（１）小・中学校の道徳の学びの違い：発達段階の異なる中学生の授業を参観して，ともすれば形式
に囚われていたこれまでの授業展開から，中学校で行われていた授業そのものの「問い」とは何か
を考え，柔軟に授業を展開する教師の力について気付かされた。 
（２）「道徳に関する意識」と「共感性」の関係性：意識調査から共感性の高さによって，学んだこと
を活かそうとする意識が高くなること，または，道徳を学ぶことで，共感性が高まるという傾向を
掴むことができた。 
（３）「認知的共感性」に着目し，他者の気持ちを自分に引き寄せる手段として，「心理曲線図」を用
いた。その結果，生徒は，自分の心理状態について自然に語り始める姿が見られた。生徒自身は自
己開示をしながら，他者に耳を傾け合う場となっていた。 
2．課題 
（１）実態把握を目的としたアンケート調査の再考：「共感性」の様相について研究を深めつつ，小学
生の発達段階や実態に即したアンケート内容や項目の厳選を行う必要がある。 
（２）「心理曲線図」の緻密な分析：「心理曲線図」の先行研究にあたりながら，発達段階に即した手
立てとなるように練り直し，共感的な学びを生み出す道徳の授業の構成を行う。 
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図 1 生徒が描いた「心理曲線
図」 
